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ジュンサイを残そう市民の会 

定例作業 
作成日：2020/11/08 

 

活動日時 2020 年（令和 2） 11月 8日(日）10:00～12:00 

天    候 曇り  風なく、正午が近づくにつれ薄曇りとなる 

活動場所 自然環境ゾーン内、会の管理地  

参加者数 15名 

活動内容 

① 本池―育成池間の水路の掘削（約２０ｃｍ掘り下げ）←本池の水位を冬季に向け、徐々に下げる為 

② Ｌ２池と本池を繋いでいる塩ビ管のＬ２池側口を土嚢で塞ぐ←Ｌ２池から本池へ水の逆流を防止す

る為 

③ 本池:水槽群側池縁の枯草刈り、刈り取った枯草はそのまま池の中に置く 

④ 育成池端、オギの刈取 

⑤ 物置小屋裏、オカメザサの刈取り 

⑥ 木戸口付近、電動草刈り機で草刈り 

⑦ ザリガニ捕獲  

備考 

第一調整池の北側に巣をつくっていたクロスズメバチの巣を、オオスズメバチが襲っていた（田中直義氏

情報）とのことであったので、そちら方面での作業はなし。この季節はオオスズメバチが特に狂暴になる

ので注意した。 物置小屋裏のオカメザサの藪内に不法投棄物がみつかった。 

記 録 者 写真：徳永  文：禿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬に向かい、本池の水位をゆっくりと下げる為、育成池との間の水路底の掘り下げに汗を流す皆さん。 

過去に土嚢を入れたことがある場所なので、掘るのはかなりの重労働です。お疲れ様でした！ 

 

物置小屋裏に繁茂したオカメザサの刈取り。ササは固くて切るのに力がいります。(左) 

本池池縁のウキヤガラなどの水草やつる性のヤブマメなども枯れてきました。来春に向けて枯草をカット。(中央) 

木戸口付近もさっぱりと草刈り。(右) 


